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自治連会則改定案臨時総会で議決

自
治
連
改
革
実
現
へ
確
か
な
一
歩

改
革
案
浮
上
６
年
半
、
よ
う
や
く
の
ス
タ
ー
ト
台

学
区
自
治
連
合
会
は
12
月
22
日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
臨
時
総
会
を
開
催
、
自
治
連

改
革
を
目
的
と
し
た
学
区
自
治
連
合
会
会
則
改
定
議
案
を
提
案
し
た
。
改
定
議
案
は
審
議
の
結

果
、
会
則
変
更
に
必
要
な
会
員
の
２
分
の
１
以
上
の
出
席
数
を
ク
リ
ア
し
た
う
え
、
出
席
者
の

４
分
の
３
以
上
の
賛
成
票
を
得
て
議
決
、
承
認
さ
れ
た
。
自
治
連
改
革
は
平
成
30
年
４
月
に
浮

上
。
こ
の
会
則
改
定
案
議
決
で
実
に
６
年
半
強
の
歳
月
を
か
け
よ
う
や
く
改
革
の
ス
タ
ー
ト
台

に
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
治
連
改
革
は
実
現
に
向
け
、
歩
み
は
小
さ
い
が
確
か
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

臨
時
総
会
に
は
、
学
区

住
民
36
人
が
出
席
、
出
席

者
に
対
す
る
委
任
数
１
３

５
、
出
席
で
き
な
い
会
員

に
よ
る
書
面
表
決
数
１
８

４
４
が
報
告
さ
れ
た
。
学

区
自
治
連
会
則
第
19
条
に

よ
る
と
、
総
会
は
会
員
の

２
分
の
１
以
上
の
出
席
が

な
け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
と
規
定
。

第
22
条
で
は
、
総
会
に
出

席
で
き
な
い
会
員
は
あ
ら

か
じ
め
書
面
を
も
っ
て
表

決
で
き
、
ま
た
は
他
の
会

員
に
代
理
と
し
て
委
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
り
、

同
条
で
は
議
決
委
任
権
と

書
面
表
決
権
を
認
め
、
同

条
２
項
で
は
、
委
任
者
、

書
面
表
決
者
双
方
を
出
席

会
員
と
す
る
み
な
し
規
定

を
設
け
て
い
る
。

集
計
の
結
果
、
会
場
出

席
者
、
会
場
出
席
者
へ
の

委
任
者
、
書
面
表
決
者
あ

わ
せ
自
治
連
会
則
に
い
う

出
席
者
は
、
２
０
１
５
人

で
、
会
員
数
の
２
分
1
以

上
を
大
き
く
超
え
総
会
の

成
立
が
確
認
さ
れ
た
。

続
い
て
総
会
の
議
長
に

４
西
在
住
の
森
育
寿
さ
ん

を
選
出
、
野
々
口
義
信
学

区
自
治
連
合
会
長
が
「
こ

の
会
則
改
定
案
は
、
自
治

連
改
革
の
始
ま
り
に
過
ぎ

な
い
。
自
治
連
組
織
を
ス

リ
ム
化
し
て
改
革
を
や
り

遂
げ
た
い
」
と
提
案
理
由

を
説
明
。
質
疑
の
あ
と
採

決
を
行
い
、
賛
成
１
９
２

９
、
反
対
18
、
棄
権
68
の

結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

自
治
連
会
則
第
40
条
で

は
、
会
則
改
定
に
つ
い
て

は
、
総
会
に
出
席
し
た
会

員
の
４
分
の
３
以
上
の
議

決
を
得
、
か
つ
大
津
市
長

の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば

変
更
で
き
な
い
と
規
定
。

今
回
の
１
９
２
９
票
の
賛

成
数
は
、
規
定
の
４
分
の

３
を
大
き
く
超
え
、
森
議

長
が
議
決
を
宣
言
す
る
と

会
場
の
出
席
者
か
ら
拍
手

が
起
き
た
。

議
決
を
受
け
自
治
連
側

は
、
た
だ
ち
に
大
津
市
に

自
治
連
会
則
変
更
の
認
可

申
請
を
行
う
と
と
も
に
、

新
年
早
々
に
も
役
員
選
任

規
定
の
改
正
な
ど
に
着
手
、

自
治
連
改
革
案
の
肉
付
け

作
業
を
進
め
る
。

執
行
部
な
ど
を
設
置

議
決
さ
れ
た
改
革
案
は
、

現
在
の
役
員
会
組
織
を
ス
リ

ム
化
、
執
行
部
組
織
を
少
人

数
に
す
る
な
ど
組
織
改
革
を

基
本
に
負
担
軽
減
を
目
的
に

し
た
業
務
改
善
策
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。

会
則
改
定
の
骨
子
は
①
現

在
自
治
連
で
運
営
し
て
い
る

事
務
局
会
議
を
拡
充
し
て
執

行
部
を
新
設
し
、
定
例
役
員

会
の
月
1
回
の
開
催
見
直
し

②
会
長
の
任
期
に
つ
い
て
、

継
続
３
年
限
度
を
５
年
に
改

め
る
③
定
例
協
議
会
の
名
称

と
内
容
の
変
更
ー
の
３
点
。

新
た
に
設
け
る
執
行
部
組

織
は
、
会
長
1
名
、
副
会
長

1
名
、
事
務
局
長
1
名
、
事

務
局
次
長
1
名
、
会
計
1
名

の
計
５
人
で
構
成
、
会
長
に

集
中
す
る
各
種
業
務
の
分
散

と
集
団
運
営
体
制
で
施
策
の

偏
り
を
防
止
す
る
。

負
担
軽
減
が
今
回
の
自
治

連
改
革
の
柱
。
現
在
毎
月
第

３
土
曜
日
に
定
例
役
員
会
を

開
催
し
て
い
る
が
こ
れ
は
会

則
第
27
条
の
２
で
「
定
例
役

員
会
は
月
１
回
開
催
す
る
こ

と
を
通
例
と
し
」
の
条
項
が

あ
る
た
め
。
定
例
役
員
会
の

議
案
は
、
大
津
市
か
ら
の
連

絡
調
整
事
項
が
主
な
も
の
で
、

各
自
治
会
代
表
に
よ
る
議
決
、

同
意
が
必
要
な
案
件
は
少
な

く
こ
の
月
１
回
開
催
通
例
条

項
を
削
除
し
、
毎
月
の
役
員

会
開
催
を
見
直
し
た
。

会
長
の
任
期
に
つ
い
て
、

現
在
、
自
治
連
合
会
会
長
の

任
期
は
継
続
３
年
限
度
だ
が

こ
れ
を
継
続
５
年
に
改
め
た
。

会
長
の
人
選
は
常
に
困
難
を

極
め
、
５
年
に
延
長
し
て
人

選
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
と

と
も
に
学
区
自
治
連
運
営
の

継
続
性
を
担
保
さ
せ
る
こ
と

を
狙
い
に
し
て
い
る
。

学
区
の
各
種
団
体
の
責
任

者
と
自
治
連
役
員
に
よ
る
合

議
体
で
あ
る
定
例
協
議
会
に

つ
い
て
、
現
在
の
会
則
で
は
、

月
1
回
の
開
催
を
規
定
し
て

い
る
。

し
か
し
、
定
例
協
議
会
は

こ
こ
数
年
開
催
実
績
が
な
く

有
名
無
実
化
し
て
お
り
、
定

例
開
催
を
改
め
る
と
と
も
に

名
称
も
連
絡
協
議
会
と
し
、

自
治
連
会
長
が
必
要
に
応
じ

招
集
す
る
こ
と
に
改
め
た
。

今
回
の
自
治
連
会
則
改
定

議
案
は
、
令
和
２
年
１
月
の

自
治
連
合
会
の
あ
り
方
を
改

革
す
る
委
員
会
（
自
治
連
特

別
委
）
の
答
申
を
ベ
ー
ス
に

し
た
も
の
。
自
治
連
改
革
を

模
索
す
る
学
区
自
治
連
合
会

は
、
平
成
30
年
４
月
の
総
会

で
、
自
治
連
特
別
委
の
「
自

治
連
合
会
の
あ
り
方
を
改
革

す
る
委
員
会
」
の
設
置
を
議

決
し
た
。
特
別
委
は
、
同
年

８
月
以
降
、
各
丁
の
代
表
、

学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
委

員
、
公
募
委
員
、
自
治
連
合

会
役
員
ら
を
メ
ン
バ
ー
に
14

回
に
わ
た
り
、
検
討
作
業
を

進
め
、
令
和
２
年
１
月
、
学

区
自
治
連
に
対
し
自
治
連
改

革
案
「
自
治
連
の
あ
り
方
答

申
」
を
行
っ
た
。
し
か
し
直

後
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
な
ど

で
答
申
案
は
棚
上
げ
状
態
に
。

コ
ロ
ナ
が
明
け
学
区
自
治
連

は
、
改
革
案
を
浮
上
さ
せ
令

和
６
年
6
月
、
自
治
連
に
改

革
に
つ
い
て
詰
め
の
検
討
を

行
な
う
特
別
委
を
再
び
設
置
、

11
月
定
例
役
員
会
で
臨
時
総

会
の
開
催
を
決
定
、
会
則
改

定
案
を
提
案
す
る
こ
と
を
決

め
て
い
た
。

特
別
委
答
申
案
ベ
ー
ス
の
改
革
案

定
例
役
員
会
開
催
、
見
直
し
も

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
自
治
連
臨
時
総
会
会
場
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◎
１
丁
目
南

補
聴
器
の
購
入
助
成

補
聴
器
の
購
入
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
よ
る
助
成
制
度
の

創
設
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
た
め
全
国
市
長
会
か
ら
国
に
対
し
て

補
聴
器
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
難
聴
高
齢
者
が
早
期
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
適

切
に
補
聴
器
を
使
用
す
る
た
め
の
啓
発
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
長
寿
政
策
課
）
ご
意
見
と
し
て
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。
（
自
治

協
働
課
）

◎
１
丁
目
北

市
街
灯
の
設
置
要
望

今
年
度
、
新
た
に
市
街
灯
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
（
道
路
・
河

川
管
理
課
）
違
法
駐
車
及
び
速
度
超
過
の
取
り
締
ま
り
に
つ
き
ま

し
て
は
、
所
管
の
大
津
警
察
へ
要
望
内
容
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

（
大
津
警
察
署
交
通
第
１
課
、
自
治
協
働
課
）

◎
３
丁
目
西

樹
木
の
伐
根
管
理
要
望

現
在
、
市
で
は
数
多
く
の
都
市
公
園
や
児
童
遊
園
地
、
並
び
に

付
帯
す
る
公
園
施
設
を
維
持
管
理
し
て
お
り
、
多
額
の
費
用
を
要

し
て
お
り
ま
す
。
其
の
た
め
公
園
利
用
者
の
通
行
や
公
園
管
理
上

の
支
障
が
な
い
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
樹
木
の
伐
根
を
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
公

園
緑
地
課
）

学区要望回答
自治会分

日
吉
台
小
学
校
体
育
館
西

側
の
学
校
園
で
12
月
18
日
、
２

年
生
児
童
19
人
が
ダ
イ
コ
ン
の

収
穫
作
業
を
行
い
、
で
っ
か
く

育
っ
た
ダ
イ
コ
ン
を
抜
き
取
り

大
喜
び
し
て
い
た
＝
写
真
。

学
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
平

成
11
年
２
月
に
は
じ
め
た
「
ふ

れ
あ
い
農
園
」
事
業
。
事
業
を

行
う
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
（
森

育
寿
代
表
）
の
人
た
ち
が
、

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
学
校
園
に
野
菜
の
種
や

苗
を
植
え
付
け
管
理
、
収

穫
な
ど
を
し
て
い
る
。

ダ
イ
コ
ン
は
、
今
年
9

月
に
種
を
ま
き
、
ふ
れ
あ

い
農
園
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
ら
が
水
や
り
や
肥
料

散
布
、
間
引
き
な
ど
栽
培

管
理
し
育
て
た
。
今
年
の

ダ
イ
コ
ン
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
太
く
大
き
く
育
ち
、

立
派
な
出
来
栄
え
と
な
っ

た
。こ

の
日
は
、
ふ
れ
あ
い

農
園
代
表
の
森
さ
ん
か
ら

ダ
イ
コ
ン
の
食
品
と
し
て

の
性
質
や
収
穫
の
や
り
方

を
学
ん
だ
あ
と
、
収
穫
へ
。

２
、
３
人
が
か
り
で
協
力

し
て
大
き
く
育
っ
た
ダ
イ

コ
ン
を
引
っ
こ
抜
き
、
歓

声
を
あ
げ
て
い
た
。

学
区
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ

ニ
ー
（
会
長
、
濱
崎
博
元
学

区
自
治
連
合
会
長
）
主
催
の

第
３
回
「
日
吉
台
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
が
11
月
10

日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。

学
区
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

知
識
、
技
術
を
持
つ
人
が
住

む
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ

ジ
は
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
か

ら
話
や
体
験
を
聞
き
、
考
え

た
り
物
を
つ
く
っ
た
り
、
体

を
動
か
し
た
り
す
る
「
み
ん

な
が
セ
ン
セ
イ
、
み
ん
な
が

セ
イ
ト
」
と
銘
打
つ
ユ
ニ
ー

ク
な
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
。

こ
の
日
は
、
日
吉
台
市
民

セ
ン
タ
ー
の
第
１
、
第
２
、

大
会
議
室
な
ど
を
使
っ
て

「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
講
座
」
「
韓
国

の
文
化
に
出
会
う
」
「
ア
ロ

ハ
を
楽
し
も
う
」
「
メ
ー
ク

ア
ッ
プ
術
」
「
地
震
か
ら
身

を
守
る
」
「
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
」
な
ど
６

講
座
が
開
か
れ
学
区
民
や
子

ど
も
た
ち
約
70
人
が
受
講
し

た
。
大
会
議
室
で
開
か
れ
た

「
ア
ロ
ハ
を
楽
し
も
う
」
は

子
ど
も
た
ち
が
お
母
さ
ん
ら

と
青
空
、
太
陽
、
ハ
ワ
イ
の

風
を
感
じ
な
が
ら
し
な
や
か

な
踊
り
を
体
験
、
こ
こ
ち
よ

い
汗
を
流
し
て
い
た
。

「
し
め
縄
リ
ー
ス
に
挑

戦
し
ま
せ
ん
か
」
ー
。
学

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女

性
部
（
仲
野
茂
子
部
長
）

は
12
月
12
日
、
日
吉
台
市

民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
、

し
め
縄
リ
ー
ス
講
習
会
を

開
い
た
。

お
正
月
に
手
づ
く
り
の

し
め
縄
を
飾
っ
て
も
ら
お

う
と
、
老
ク
連
女
性
部
が
、

し
め
縄
リ
ー
ス
づ
く
り
を

計
画
、
こ
の
日
は
男
性
2

人
を
含
め
計
17
人
が
参
加

し
た
。
講
習
会
で
は
、
仲

野
部
長
を
講
師
に
和
や
か

に
わ
き
あ
い
あ
い
と
お
し
ゃ

べ
り
を
交
え
な
が
ら
1
時

間
ば
か
り
の
間
に
見
事
な

リ
ー
ス
を
作
り
上
げ
、
参

加
者
た
ち
を
満
足
さ
せ
た
。

学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
野
々
口
義
信
会
長
）
は
昨

年
末
の
12
月
19
日
、
隣
接
の

坂
本
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

と
も
に
比
叡
山
ふ
も
と
の
名

勝
、
日
吉
大
社
境
内
で
、
迎

春
準
備
の
清
掃
奉
仕
を
行
っ

た
。境

内
の
年
末
清
掃
奉
仕
は
、

両
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
恒

例
行
事
。
日
吉
台
学
区
か
ら

は
４
ク
ラ
ブ
の
11
人
が
学
区

老
人
ク
ラ
ブ
の
オ
レ
ン
ジ
色

の
ビ
ブ
ス
を
着
用
、
参
加
し

た
。
こ
の
日
は
、
寒
波
到
来

に
よ
る
時
雨
模
様
。
時
折
雨

足
が
強
く
な
り
凍
え
る
寒
さ

の
な
か
、
参
加
者
は
、
参
拝

者
ら
が
数
多
く
集
ま
る
日
吉

大
社
西
本
宮
付
近
を
担
当
、

竹
ぼ
う
き
や
熊
手
な
ど
を
使
っ

て
、
境
内
に
あ
る
落
ち
葉
な

ど
を
一
時
間
が
か
り
で
き
れ

い
に
掃
き
清
め
、
同
神
社
境

内
は
、
迎
春
を
待
つ
ば
か
り

と
な
っ
た
。

こ
の
あ
と
お
年
寄
り
た
ち

は
、
拝
殿
に
集
合
、
同
神
社

神
官
か
ら
お
祓
い
を
う
け
、

新
年
の
健
康
と
家
内
安
全
な

ど
を
祈
願
し
、
今
年
の
奉
仕

作
業
を
締
め
く
く
っ
た
。

日吉大社の境内で清掃奉仕をする学区老人ク

ラブ連合会の会員ら

和やかにおしゃべりをしながらしめ縄リースづくりに挑

戦する参加者

日
吉
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
開
催


